
【校訓】 誠実 ・ 協和 ・ 努力 

こ 困難に負けずに努力しよう（努力） 

う うそをつかずに誠実に生きよう（誠実） 

よ よりよく生きるために大きな夢をもとう 

う 海より広い心で仲間と協力しよう（協和） 

【学校教育目標】 

校訓「誠実・協和・努力」の精神をもとに、自他を大切にし、自ら学ぶ、心豊かでたくましい生徒を育成する 

【めざす生徒像】 

① 自分の可能性を信じ、進路を自己決定する生徒 

② 仲間と切磋琢磨し、意欲的・主体的に学習する生徒 

③ 感謝の気持ちをもち、人の話をよく聴く、 

思いやりのある生徒 

【研究テーマ】 

よりよい人間関係を基盤とした「主体的・対話的で深い学び」の視点からの学習指導の改善 

【重点目標１】 課題意識をもち、主体的に学び、解決する「確かな学力」の育成 

〇 「わかる授業」づくり５つのポイントの徹底や質的向上を図る。 

〇 授業を「行う・見る・語り合う・振り返る」活動を日々継続的に行う。 

〇 ＩＣＴの効果的な活用を推進する。 

〇 生徒一人一人の教育的にニーズに応える特別支援教育の充実を図る。 

〇 家庭・地域と連携して、家庭学習習慣の定着を図る。  

【重点目標２】 感謝の気持ちをもち、よりよい人間関係を築こうとする「心の育ち」の推進  

〇 自分の役割を実感し、互いを認め合う特別活動の充実を図る。 

〇 自己の生き方についての考えを深める道徳教育の充実を図る。 

〇 確かな人権感覚を育む人権教育の充実を図る。 

〇 信頼関係に基づいた積極的な生徒指導体制を確立し、いじめや不登校の未然防止に努める。 

○ 地域との交流を通して、社会性を育む。 

【重点目標３】健康で活力ある生活を送るための「健やかな体」の育成 

〇 スクールプランを軸とした体力向上のＰＤＣＡサイクルを確立する。 

〇 家庭・地域と連携して、生活習慣・運動習慣を確立する。 

〇 給食指導や家庭と連携した取組を通して、食育の充実を図る。 

〇 人間的な触れ合いを基盤とした豊かな部活動を推進し、健全な心と体を育む。 

平成３０年度 向洋中学校経営方針 
                          北九州市立向洋中学校 

                           校長  古閑 明子 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


